
～聞く人がいて、話す人がいる～

地域をつくる
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はじめに

わたしたちは 、大学に勤めている社会科学分野の研究者です 。ふ
だ んは 、 あ ち こ ち の地域社会におい て 、 イ ン タ ビ ュ ー や質問紙 （ い
わゆ る ア ンケ ー ト ） に よ る社会調査を 、 学術研究 と し て実施 し てい
ます 。

そ の際 、 いかに研究目的にみあ っ た調査を設計 し 、 実 施す るか 、
ま た 、 い かに妥当性 ・ 信頼性のあ る デー タ を得 る こ と がで き るか 、
そ し て何 を 「発見 」 で きたのか 、 と い う こ と に苦心 し てい ま す 。 同時
に 、 学生の実習指導 と し て 、 調査をお こ な う こ と もあ り ま す 。 こ の と
き 、 わ た し た ち は調査手法の指導を し て い る 、 と い う 意識 を も っ て
います 。

こ の よ う な調査 を実施 し なが ら 、 あ る と き気がつ き ま し た 。 い や 、
以前か ら う す う す感 じ ていた こ と を 、 ハ ッ キ リ と認識する よ う にな っ
た……とい ったほ うがいいかも しれません 。

す な わ ち 、 調 査 チ ー ム を 組 ん で 、 地 域 の 方 々 に 関 心 を も っ て も
ら っ た と き に 、 地 域 の ネ ッ ト ワ ー ク が で き る 。 調 査 チ ー ム の 副産物
と し て 、人のつなが りができ る 。 その こ とが 、 しば しば調査データや 、
そ れ に も と づ く 発見以上に 、 地域の活性化に と っ て 、 と て も大切な
こ となん じ ゃないか 、 とい う こ とです 。

そ も そ も 、 わた した ち はなぜ地域調査をお こな う ので し ょ うか 。 そ
れ は 、 ひ と つ には 、 地域の実情 を把握 ・ 記録す る こ と で 、 全貌が よ
くわからない地域の問題が共有された り 、 解決へ向けたキ ッカケ と
な った りする こ と を願 っているからです 。
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しか し実は 、 そ の芽は調査結果ではな く 、 調査過程その もののな
かに 、 しば しばみられます 。 い く ら学術的に立派な社会調査の報告
書 を 作 成 し た と し て も 、 書 棚 の 奥 で ほ こ り を か ぶ っ て い る だ け に
な っ て し ま う こ と も あ り ま す 。 そ れ な ら 、 た と え専門家が調査す る も
のではな く て も 、 地域の人々や学生などが 、 自分たちの関心にも と
づ く 活動 を展開 し た と き に 、 議 論の場や ネ ッ ト ワ ー ク がで き て く る
こ と自体が重要なはずです 。

開発学における著名な専門家に 、 ロバー ト ・ チ ェ ンバース （ Robert
Chambers） と い う人がいます 。 彼は 、先進国や援助実務者が陥って

し ま いが ちな 、 や や も す る と 押 し つ け る よ う な 援助のあ り かた を批
判 し て い ま す 。 そ し て 同時に 、 途 上 国社会の村人た ち が主体的に
かかわる 「参加型開発 」 とい う手法を推奨しています 。

そ の な か で 彼 は 、 援 助 に かか わ る 調 査 に つ い て 、 「 参 加 型農村
調査 」 （ PRA, Participatory Rural Appraisal） を提唱し 、 それは 「参加型
開発実践学習 」 （ PLA, Participatory Learning and Action） と し て も展

開 し て い ま す 。 つ ま り 、 調 査 と い う 営 み そ れ自体が 、 気 づ き や学び
のプロセスであり 、 これ を通 じ て創造的 、主体的な行動につながっ
て く る とい う主張です 。

私 た ち の 問 題 意 識 は 、 主 に 国 内 の 調 査 現 場 に お い て 、 地 域 の
方 々や学生 とのかかわ りのなかか ら生 まれたのですが 、 基本的に
はこのチェンバースの見方と通じています 。
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それでは 、 地域の人びと と積極的にかかわ り 、 人のつなが り を築
く よ うな調査とは 、 どのよ うなものがあるのでし ょ うか 。

そのひとつ と し て 、 本冊子であつか うのが 「聞 き書き 」 とい う手法
です 。

「 聞 き書 き 」 とは 、 そ の名の とお り 「 人の話を聞いて 、書 く 」 こ とで
す 。 そ れ だ っ た ら イ ン タ ビ ュ ー や取材 な ど 、 あ ら ゆ る 質的調査が こ
こに含まれるのでは 、 と思 うか も しれません 。 た しかにそ うい う面 も
あ り ま す が 、 私 た ち が注目す る の は 、 ま さ に 「 聞 い て い る 」 現場で
あり 、 そ こに生まれるつながりです 。

「 聞 き書 き 」 には 、 「 話 す人 」 と 「 聞 く人 」 がい ます 。 そ し て一般に
は 「聞 く人 」が 「 書 く人 」 、 す なわち 「発信する人 」 と な り ま す 。 そ の
書かれた も の を 「 読 む人 」 に は 、 当 の 「 話 す人 」 も が ふ く ま れ て い
ます 。

こ ん に ち の 社会で は 、 多 く の 人び と が S N S な ど で自 ら の 考 え や
経験 を 「 発 信 す る 」 こ と が で き ま す 。 で す か ら 、 わ ざ わ ざ こ ん な め
んど うな こ とを しな く て もいいのでは 、 と思 うかも しれません 。

し か し 、 個 々人が自分で自分のこ とについて書 く と き は 、 いつ 、 ど
こ で 、 何 を書い て 、 ど の よ う に発信 して も いいで し ょ う 。 そ れ はあ る
意味 、 と て も個人的な行為です 。 一方 、 「 聞 き書 き 」 とは 、 あ る場所 、
あ る時間において 、 誰か と誰かが出会 った こ と を意味し ま す 。 ま ず
聞 き た い 、 書 き たい と い う 意思 を も つ人がい て 、 そ し て そ れ に応 じ
て 、話す人が生まれます 。 この逆ではあり ません 。
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現代の 、 誰 もが好きな よ う に好 きな こ と を発信で き る時代におい
て こ そ 、 「 聞 き 書 き 」 が注目 さ れ て い る の は 、 そ の た め では な いで
し ょ うか 。 人は 、単に好きな こ と を話したいのではな く 、 自分の話を
聞いてほ しい し 、 何 よ り も 、 他者の話を聞きたい 、 そ の こ と に よ っ て
他者とつながりたい 、 と思 っているものだからです 。

そ し て私た ちは 、 こ の 「 聞 き書 き 」 が もつ 、 人 と人が出会い ・ つ な
がる とい う力が 、地域づ く りに役立つのではと考えています 。

「 聞 き 書 き 」 に つ な が る 「 オ ー ラ ル ヒ ス ト リ ー 」 の 手 法は 、 従 来 、
歴史学や社会学研究の中で 、抑圧され 、記録を残せずにいた人び
と の様相を明らかにす るために使われていま した 。 また 、 教育現場
においては 、 戦前から 「生活綴方運動 」 などで 「聞 き書 き 」 の手法
に近い も の が導入 さ れ て い ま し た 。 小 学 生か ら大学生 まで 、 若 い
世代による実践も多 く 、 聞 き手にと っ て学びが多いとい う教育効果
が論 じ られ 、 ア ク テ ィ ブ ラ ーニ ン グ 、 総合学習 、 国語教育などで実
践されています 。

本冊子では 、 こ のよ う な教育や研究手法と し ての意義だけでな く 、
「 聞 き書 き 」 が地域社会の活性化に資す るだ ろ う 、 と い う こ と を念
頭に置いて 、 その具体的な方法や 、事例を紹介していきます 。
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✓家族の記録
✓ある時代のくらしの記録
✓地域の記録
✓仕事・産業の記録
✓文化の保存
✓できごとの記録

「聞き書き」 で何 を聞 く の か 。 そ れ は 、 そ の 目的 に
よってさまざまです 。

たとえば孫がおじいさん ・おばあさんに話を聞けば 、それ
は家族の記録を残すことになるでしょう 。 しかし 、 それは同
時に 、ある時代 ・ある地域の 、食べ物や暮らしなどの生活
史を掘りおこすことになります 。

テーマを定める

聞き書きの多様な目的

1
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また 、衰退しつつある仕事のやり方 、 お祭りや行事の方
法、ふだん使っていたことばや生活習慣といった多様な文
化は 、ほおっておけば何の証拠も残さないまま消えてしま
います 。 それらの記録を残すために 、具体的なテーマを決
めた「聞き書き」もできます 。

さ ら には 、 あ る地域で起きた事件 、災害が 、 その地域の
人びとによ ってどのよ うに経験されたのか 、 さ まざ まな角
度からの記憶を残すこと もでき ます 。 それは 、歴史資料と
して貴重な記録となります 。
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「聞き書き」をしようと思いたったのが、まずはあなた 1人

でもかまいません 。

少し時間がかかるかもしれませんが 、一緒に聞いて くれ
る仲間をつの り 、 考 え を共有 し て い けば 、 「 聞 き 書 き 」 を

プロジェクトとして立ちあげることができるでしょう 。

だれが聞くのか

よそ者・若者？

2
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「聞き書き」は小学生・中学生にもできる活動です。

つま り 、 「 聞き手 」はかならずしも調査の専門家でな く
て い い の で す 。 地 元 の こ と を よ く 知 ら な い 、 外 部 の人 が
入ったほうがよい場合もあるでしょう 。

話 すテーマについて よ く知 らない 「聞 き手 」が発する素
朴な質問によ って 、 「話 し手 」は自分の経験をあらためて
思い出したり 、見なおすきっかけになったりします 。話す側
にとってあたりまえだったことが 、 「聞き手」にとっては何も
か も 新鮮で 、 驚 き の 連続で あ る こ と 、 そ れ 自 体が 「 話 し
手」にとっても 、発見になります 。



9

複数の 「話し手 」 と 「聞き手 」がいる 「聞き書き 」 を組織

するためには 、コーディネーターが必要になることも

あります 。 も し 、 「若者 ・ よそ者 」が 「聞き手 」になるのでし
たら 、なおさら地元のことをよ く知る人に 、あいだに入って
もらう必要があるでしょう 。

そのようなコーデ ィネーターの役割は 、学校や N P Oなど
がになうこともありますし 、行政や企業などと協働して 、組
織を立ちあげてもよいでしょう 。

✓必要なのは「聞き手」と
「話し手」だけではない
✓コーディネーターを作る・さがす
✓行政とのかかわり

コーディネーター

聞く人、話す人をつなぐ

3
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特に地域の行政組織と何らかの協力関係が築ければ 、
あ る 種 の 「 お 墨付 き 」 を 得 ら れ た こ と に な り ま す 。 「 話 し
手 」さんたちも安心できるでしょ うし 、 さ らにいろいろな人
たちを巻きこみやすくなるかもしれません 。

その一方で 、さまざまなしがらみも生じますので 、メ リ ッ ト
デメリッ トについては 、目的 、テーマや考え方次第です 。



11

テーマとコア ・ メンバーが決まったら 、次は 、誰に聞くか
です 。誰にお願いするかによって 、得られる情報が変わって
くるので 、とても重要なポイントになります 。

テーマによっては 、聞く対象が限られていたり 、具体的な語
り手の人物像をすでに思いえがいているかもしれません 。 ま
た 、ある時代のある地域の生活などについて知りたいなら 、
かなり多数の候補者がいるかもしれません 。あ るいは 、 そも
そ も候補者がいるのかど うか 、見当がつかない場合もある
かもしれません 。

✓何が知りたいかによって、誰に聞
くかも決まる

✓どういう「話し手」がいるのかの
発掘が、すでに「聞き書き」
の活動に

だれに何を聞くのか

地域の資源を見つめなおす
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喜んでいろいろ話してくれそうな 、頼みやすい 、身近な人
からはじめる「聞き書き」であれば、やりやすいでしょう 。

しか し 、 それだけでな く 、 頼みに くい人や 、 まだ知らない
人のなかに 、重要な話し手になって くれる人がいるかもし
れません 。

地域のネットワークを利用して 、情報のアンテナを広げて
みましょ う 。誰に聞けば 、どんな話が聞けそうなのか 、 それ
を周囲にたずねてい くとき 、 すでに 「聞き書き 」ははじま っ
てい ます 。 なぜなら 、 その過程で事実の発見があり 、 人 と
人とのつながりが見え 、さらなるつながりが 、あらたにつく
られるからです 。
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特に、その公開のしかたについて、あらかじめ充分
に説明し、納得していただいてはじめて、「話し手」
さんになっていただくことができます。

「聞き手」の都合を押しつけないこと、「話し手」
さんの意思を尊重すること、それがあらゆる活動の原
点になります。

✓趣旨説明
✓日時・場所・人数・かかる時間
✓公表のしかたの説明
✓充分に納得してもらったつもりでも、
途中で断られることも

✓「聞き手」の都合をおしつけない

「話し手」の候補者に

依頼するとき、まず、

この「聞き書き」がどの
ような目的でおこなわれ
るのか、という趣旨を充
分に説明する必要があり
ます。

お願いする

アポイントメントをとる
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「聞き書き」する場所は 、 「話し手」さんにとっておちつけ
る場所 、 そのテーマにとってゆかりのある場所で実施する
ことが理想でしょ う 。 その場でいろいろと思い出したり 、 そ
こにあるものや風景などから 、 「聞き手」もいろいろな質問
がしやすいからです 。
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「 何も知らないことで 、新鮮な質問ができることもある 」
と書きましたが 、何の準備もしないでただ聞きに行っても 、
いい質問はできません 。

「話 し手 」 さんが何を話して くれるかは 、 「 聞き手 」次第
です 。特に 、人に話を聞くことに慣れていないのでしたら 、

よい「聞き手」になるための準備が必要です 。

さあ 、 「話し手 」 と 「聞き手 」
が決ま り ま し た 。 じ ゃ あ さ っ そ
く会って話を聞こう ！

い や い や 、 ち ょ っ と 待 っ て く
ださい 。

インタビュー当日までの準備

6
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メ ンバーと一緒に 、 どんなことを聞 くのかを相談し 、手わ
けしてテーマの背景や歴史について 、図書館やネットで検
索し 、年表などをつくってまとめておきましょう 。あらかじめ
地域の下見に行って 、気づいたことを共有するのもオスス
メです 。 これらの事前準備によって 、 「聞き手 」 メンバーの

意識も高まり 、「チーム」 として聞 くことができるよ うに

なります 。

ただし 、あらかじめ綿密に調べ 、沢山の質問をリス トアッ
プ して し ま った こ とで 、当日はそれを一生懸命聞 くだけに
なってしまうこともあります 。それでは 、どんどんやり取りが
広がるよ うな 、 その場ならではのおもしろい話が聞けな く
なってしまいます 。

「聞き書きの現場には 、質問リス トをもって行く 。でも 、現
場ではリストは見ない」 、そんな方法もあります 。
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準備することのもうひとつの利点は 、聞きたいテーマにつ
いて 、 そ して何より も 、 これから会って話を聞こ う とする人
に対して 、どんどん興味をもてることです 。

当日 、 「話し手」さんは 、自分の話の何が面白いのか 、何
を伝えればいいのか 、 と 、不安なこともあります 。一方で 、
「 聞 き手 」は 、 「 話 し手 」 さ んが歩んできた人生の経験や
生活を 、他者に伝えるために編集し 、書く 、 という責任を負
うのですから 、とても緊張したりします 。

しかし 、あんまり緊張しすぎて 、 「話し手」さんとのあいだ
に 「壁 」をつ く らないよ うにしまし ょ う 。 そのために 、 「聞き
手」は敬意を払い 、節度を保ちつつも 、 「話し手」さん自身
や「話し手」さんのもつ歴史や文化に積極的に関心 ・好奇
心をもって距離感をちぢめていきましょう 。

「聞く」ための心構え

わくわくするために
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「 聞 き書 き 」 は 、 ひ と つ と し て同 じではあ り ません 。 同 じ
「話し手」さんに別の日に話を聞きに行っても 、同じことが
聞けるとはかぎりません 。別の場所で別の人が同じ人に聞
き書きをしても 、中身はまった く違うものになるかもしれま
せん 。ふだんから接していた知り合いであっても 、 「聞き書
き」の時にはじめて聞く話があったりします 。

このよ うな 、 一回一回が異なる 、 か けがえのない経験を
共有した 、 とい う こ とが 、 聞いて ・書 く人と 、 話す人をつな
げることになるのです 。

だから こそ 、 その一度きりのために 、わくわく しておき
ましょう 。
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さあ 、いよいよ 、 「話し手」と
「 聞 き 手 」 が 出 会 う 「 聞 き 書
き」の当日になりました 。

「話し手 」 さんも 、実は 「聞き
手」も 、話すのがあまり得意で
はない場合は 、 最初は会話 も
ぎこちないかもしれません 。

✓おしゃべりな「話し手」と「聞き
手」の方がいい？
✓一度に聞く「話し手」は1人
がいいのか、複数がいいのか
✓一度に聞く「聞き手」は1人
がいいのか、複数がいいのか

それでは 、 お し ゃ べ り な 「 話 し手 」 と 、 聞 き上手な 「 聞 き
手」のほうがうまくいくのでしょうか 。そうでもないのです 。

おしゃべりな「話し手」さんは 、 「聞き手」の質問をおかま
いなしに話してしまったりします 。同じことを くり返し語って
いる「語り部」のようになっている人は、 「できあがった話」
「いつも同じ話」をしてしまうこともあります 。

インタビュー現場

人数・組み合わせ
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「話し手」さんが複数がいると 、おたがいが影響しあうバ

イアスが生じるので 、 1人ずつ話を聞くことが多いですが 、

複数の方々がいる と リ ラ ッ クス して話が盛りあがり 、 記憶

をたどりやすくなることもあります 。ただし 、録音（後述）を

聞きなおすのは大変になります 。

「聞き手」も 、 1人でもいいですが 、2～３人でもいいで

しょ う 。同 じ 「聞き書き 」をやったはずなのに 、面白い ！ と

思うところが全然違ったりして 、 「聞き書き」の奥深さが実

感できます 。 ただ し 、 役割分担や質問を聞 く順番は 、 あ ら

かじめ一緒に聞くメンバーで相談・共有しておきましょう 。

「聞き手」が 4人以上になると 、講演や説明のようになり

がちなので 、あま り大人数でおしかけるのも望まし く ない

でしょう 。

「 話 し 手 」 と 「 聞 き手 」 の会

話のキ ャ ッ チボールのために

は 、 「 聞 き手 」 も 、 質問ばか り

ではなく 、少し自分の話を

し た り す る と 、 「 話 し 手 」 さ ん

も親しみを感じてくれるかもし

れません 。
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現在 、 イ ン タ ビ ューにおいて 、 I Cレコーダーの使用は

必須だと思われています 。あとで編集する際に聞きなおせ
るし 、 その場で聞きのがしたこと 、あいまいだったことを確
認できるし 、 「 メモをとるのに必死で話に集中できない 」と
いったこともなくなります 。

しか し 、 今一度 、 それがもた らすデ メ リ ッ ト も確認したい
です 。 I Cレコーダーに頼らないで 、聞き書き作品をしあげ
ることも不可能ではありません 。

ま ず 、 「 話 し 手 」 さ ん には 、 録音 ・ 録
画するこ とについて 、 かならず許可を
とる必要があります 。 しかし 、 そのこと
が 「 話 し手 」 さ ん を緊張させ 、 本音を
話して くれな くな る こ と もあ り ます 。 ま
た 、 「 聞 き手 」の注意が散漫になる こ
ともあるでしょう 。

インタビューの技術と道具

9
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また 、 I Cレコーダーをもちいる場合でも、当日のノート・
テイキングは重要です。話の流れをさえぎらないために

聞かなかったこと 、話を聞きながら出てきた疑問点をノー
トに記しておけば 、インタビューの最後にその場で確認で
きます 。

重要な数字や事実だけでなく 、 「話し手」さんの印象深
かった語り口そのままを 、書きとってみましょう 。 「話し手」
さんが言いよどんだり 、饒舌だった箇所、表情や沈黙など、
当日にしか得られない臨場感にもとづいた、ことばだけで
ない（非言語の）情報も記しておきましょう 。

これらのノートを見かえすことで 、現場で、自分自身が特
に何に関心をもち 、何を印象深く感じたのかの確認にもな
ります 。
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そ の コ ツ は単純です 。 イ ン タ ビ ュ ーが終わ った ら す ぐ に
I C レコーダーおよびノー トから 、 データを起こす作業をは
じめることです 。 このための十分な時間をあらかじめ確保
しておきましょう 。

当日のイン タビューを録音 ・録画していたとしても 、 その
ま ま公開するわけではあ り ません 。 どの よ う に ま とめるか
が 、 「書 く 」 、 つま り公開方法に直接かかわってきます 。音
声 ・映像による 「聞き書き 」作品もありえますが 、 こ こでは 、
特に 、 「書く 」ということを中心に考えていきましょう 。

✓書くために、もう一度じっくり聞く
✓できる限りありのまま、書き写す
✓確認のために、｢話し手」さん
を再訪することも

緊張もしたけど 、 とても面白い
話が き け て 楽 し か っ た 「 聞 き 書
き」当日が終わりました 。

しかし 、実は 、 「聞き書き」はこ
こからが本番です。

聞いたら、書く。その作業
のはじまりです 。

編集1

聞いたら、書く。
書くために、また聞く。

10
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当日にとったメモを参考にしつつ 、 も う一度 、録音を聞きなお
してみましょう 。 そしてすべての発話を書きおこす作業に挑戦し

てみて く だ さい 。 そ れは 、「ベタおこし」、 社会科学分野では

「 トランスクリプ ト 」 といわれるものですが 、できるかぎりありの
まま 、 「聞 き手 」や 「話し手 」の言い間違いや口ぐせ 、笑い声 、
方言なども 、そのまま書いてみるのです 。

最初は 1分の録音を書きおこすのに 、 1 0分以上かかるでしょ

う 。大変な作業ですが 、真剣に聞きなおすことで 、当日は緊張
していたり 、他のことに気をとられていてよ くわからなかった大
事なことや貴重な話の意味が、あらためて理解できます 。

その中で 、何度聞いても理解できない部分や 、発言が重なっ
てしま って聞きとれない部分 、固有名詞や表現がわかりに くい
箇所などが出てきます 。 また 、 「話し手 」さんの記憶違いや 、言
いた くないこ とを隠した り する こ と も当然ありえ ます 。 これらを
どのようにあつかうのか 、検討しなければなりませんし 、資料な
どで裏付けをとる必要もあります 。

情報について 「話し手 」 さ んに
直 接 確 認 し た り 、 追 加 イ ン タ
ビ ュ ー の た め に 再 訪 す る こ と も
重要です 。

こ の よ う に訪問 を く り 返 す こ と
で 、 「 話 し 手 」 と 「 聞 き 手 」 の 距
離感もぐ っ と ちぢまるかもしれま
せん。



編集2

「作品」としてまとめる方法

25

「 ベ タお こ し 」 は 、 それだけで貴重な資料となり ま すが 、
読みにくいですし 、何より長すぎます 。それを 、読みやすく 、

楽しい、みんなが読みたくなるような「作品」にしていきま
しょう 。

「ベタおこし 」から 「作品」にまとめる方法には 、い くつか
あります 。まず 、 「聞き手＝書き手」が主人公になって 、 「話
し手」の語りの内容全体をまとめ 、 「聞き手＝書き手」がそ
れをど う思 ったかを書 く よ うな 、 感想文／レポー ト形式も
あります 。

11
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しかし「聞き書き」の臨場感が「読み手 」に伝わ

れば 、 「読み手 」は 、 「一度限りの経験 」を 、追体験するこ
とができます 。

そのよ うな臨場感をそのまま伝えるために 、 「聞き手 」 と
「話し手」のやりとりを 、質疑応答の形でまとめるやり方も
あります 。ただし 、 この質疑応答形式は 、あまり読みやすく
はないので 、特に重要なところを選んで小見出しを入れた
り 、会話の順番を入れかえたり 、 といった 、相当の「編集作
業」が必要です 。

ま た 、 あ え て 「 聞 き 手 ＝ 書 き 手 」 の 質問部分 を消 し て 、
「ひとり語り 」の形式に編集しなおす手法も 、よ く使われま
す 。 「話し手」のいきいきとした語り口はそのままに 、しかし 、
作品の主人公は 1人になるので、読みやすくなります 。

この形式も 、質問部分を うま く語 りのなかに組みいれる
など 、 「編集」の腕が問われます 。話しことばのリズムを大
事にする句読点の打ち方 、 漢字の使い方などにも 、 注意
が必要でしょう 。
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ま ず 、 「 話 し手 」 さ んの名前は実名に し た ほ う がいいで
しょ うか 。 それとも 、 N . S .さんや佐藤さん（仮名）のように 、
イニシャルや仮名をもちいるべきでしょうか 。顔写真はどう
でしょうか 。

これらは 、考え方によります 。実名と顔写真が出ることで 、
実在する人物としてのリアリティがより読者に伝わります 。
しかし 、実名や顔写真を載せることに抵抗がある人もいま
す し 、 実名が出るこ とが前提になっている と 、 本音での話
ができないかもしれません 。

✓「話し手」さんの名前や
写真を、出すかどうか
✓「話し手」さんや ご家族
の意思の尊重

「 聞 き書き 」 を作品と して ま と
め る 過 程 で 、 「 話 し 手 」 さ ん に
は 、 内容について確認 し て も ら
う必要があります 。

そ の際 に気をつ け な く て は い
けないことが 、いろいろあります 。

気をつけなくては
ならないこと

12



28

誤解が生じないよ う に 、 あ らか じめお願いする と きに説
明 し て お く 必 要が あ る と 、 前 に 述 べ ま し た 。 し か し 、 そ う
いった手続きを経ても 、こうした事態は起こりえます 。

特に 、方言やその人特有の表現をそのまま収録すること
で 、 「聞き書き」作品をいきいきとしたものにしたいですが 、
「 話し手 」 さんにチェ ッ クをお願いする と き 、 それらをすべ
て「標準語」にしてしまう 、 ということもよくあります 。

そ うい う と き 、 「話 し手 」 さんには趣旨をあらためて説明
して 、納得してもら う こ ともできますが 、最終的には 、掲載

の可否をふくめ 、「話し手」さんの意志を尊重しな くて

はなりません 。

また 、ご本人が一度実名を出して
「 話 し手 」 に な る こ と を了承 した と
し て も 、 「 話 し 手 」 さ ん か ら 大幅な
修正要求がで る こ と や 、 公 開 を 辞
退 さ れ る こ と も 珍 し く あ り ま せ ん 。
「 私は 、 こ んな風に話したつも り で
はなかった」 「よくまとめてくれたが 、
家族が公開に反対している 」 と 、 い
うことがしばしば起きるのです 。
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「 聞 き書き 」 をプロジェ ク ト と し て進める時に考えな く て

はならないのが 、資金・予算の問題です 。 「作品 」 とし

て ま とめるのは 、 それを公表するためですが 、 そのために
はお金がかかるからです 。

どのくらいの資金が必要で 、 その資金をどこから獲得す
るのか 。 このよ うな議論 ・交渉をするのは大変なのですが 、
実は 、 それも 、 「聞き書き 」が地域の活性化に役立つ理由
のひとつでもあります 。

✓文字として書くのか、声を編集
するのか、映像を編集するのか
✓紙媒体にするのか、ウェブ上に
アップするのか
✓デジタルデータ（生データ含む）
をどこに保存するのか

「 聞 き書き 」 と い う活動や 、
その成果を作品にして公開す
る こ と が 、 地 域 に と っ て 意義
がある 、 と 、あちこちに説得す
る こ と で 、 は じ め て 何 ら か の
予算がつ く か ら で す 。 そ こ に
また新たなつながりができて
きます 。

成果の公表のしかた・
保存のしかた

13
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ま ず 、 そ の 成果 を文字で 「 書 く 」 こ と で 編集 す る のか 、
「声 」 として 、 さ らには 「映像」 として編集するのか 、 という
問題があります 。

「書 く 」場合には 、 それを冊子や報告書として 、紙媒体に
まとめて刊行するのか 、ウェブ上にアップするのか 、 という
選 択 も あ り ま す 。 最 近 は 、 文 字 で あ っ て も 音 声 ・ 映 像 で
あってもデジタル化されていますから 、 ウ ェブ上で公開の
場合も多いかもしれません 。

しかし 、ウェブ上で公開するのは便利なようで 、どこの媒
体に置いておくのか 、 その媒体をどのように管理するのか 、
という問題があります 。

また 、 これらの編集されたデータ 、 さらには 、 「聞き書き 」
の現場を録音 ・録画した 「生」のデータを 、どこで 、いつま
で保存するのか 、 とい う問題があ り ます 。 デジ タルデータ
の保存と活用の問題は 、議論がはじまったばかりです 。
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ここで 、もう一度 、 「聞き書き」に何ができるのか 、その効

用を確認したいと思います 。特に 、「地域づくり」のた
めにどのような効用があるでしょうか 。

現代社会において 、生活文化の継承は難しいことが多い
でしょう 。 そのような失われゆく生活 ・記憶や技術を 、せめ
て語り伝えることができた 、 ということが 、 「話し手」にとっ
ての癒しになりえます 。自分の人生を他者に聞いてもら う
こ と 、 そ れ 自体の癒 し効果につい て は 、 末期の患者のグ
リーフケアに 「聞き書き 」の手法が使われる事例があるこ
とからもうかがえます 。

また 、失われゆく生活知のなかには 、その地域の「環境」
もふ く まれます 。 かつて人びとがどのよ うに暮ら しのなか
で自然を活用し 、 共生して きたのか 、 今 、 その よ うな知恵
が失われていないのか 、失われた結果どのよ うな問題が
起きているのか 、などの気づきを得ることもできるでしょう 。

「聞き書き」に何ができるのか

多様な効用

14
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そ し て 、 こ れ ら の語 り伝え ら れた物語は 、 地域の活性化に
とって 「資源」 となります 。地元の人びとがその価値に気づく
だけでなく 、外部の人びとへのアピールになりえます 。現在多
くの自治体がその活性化を試みている観光振興政策にも 、資
するところは大きいでしょう 。

「 資源 」 とい う意味では 、 「 聞き書き 」 は 、 地域の人的資源
の掘りおこしにも っ と も効果を発揮します 。 「 聞き書き 」 に参
加した人たちは 、他者に真剣に向きあい 、地域の文化を深く
知るこ とになり ます 。 そのこ とが 、地域社会の人のネッ ト ワー
クを深め、地域の活性化に直接つながることになるのです 。
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しかし 、作品が完成したら 、それで終わりではありません 。
「はじめに 」でも書いたとおり 、 せっか くすばらしい調査を
しても 、書棚でほこりをかぶっていては意味がありません 。
何より も 、 「聞き書き 」をやっていく過程で 、人びとが出会
い 、説明し 、議論し 、話を聞き 、書くことで 、大きなダイナミ
ズムが生まれつつあるのです 。この流れを利用しましょう 。

「 聞 き 書 き 」 を作品 と し て
まとめ 、編集し 、成果を公表
する と こ ろ までよ うや く たど
りつきました ! その達成感
はなに ものに も代 えがたい
と思います 。

「聞き書き」作品を活用する

完成してからが「はじまり」

15
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「 聞 き書き 」 の成果が地区内で読まれることで 、地

域の魅力、資源が共有され 、地域づくりへの動力源となっ
ていきます 。一度きりのお披露目会だけでなく 、ふり返りの
座談会やワークシ ョ ップを 、 あ ち こちで開いてみてはいか
がでしょうか 。

そ こから 、 あ らたなテーマ 、 あ らたな出会い 、あらたなつ
ながりが生まれ 、 そしてそこからあらたな地域の活動が立
ちあがるかもしれません 。
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おそら く 、 ほとんどの 「聞き書き 」活動では 、成果物は一種
類かと思います 。多 くのプロジェク トでは 、企画の立ちあげ 、
インタビューの実施 、編集作業でエネルギーを使いきってしま

い 、「成果物の活用」までは 、アタマがまわらないかもしれ

ません 。

しかし 、 「活用」 という観点からみれば 、 も っといろいろな可
能性があります 。 「聞き書き 」活動の成果物を 、 その後 、 どの
ように活用できるのか 。

✓写真や新聞記事などの資料を集め、
整理する
✓マップや年表を作成する
✓副教材、カルタ、街かどに提示・・・

「 聞 き 書 き 」 を は じ め る 時
点で、そのことをあらかじめ
考えたプロジェク トにしたり 、
今 後 の 活 用 に つ い て に 特
化した「活用班」のようなメ
ンバー を編成 して もいいか
もしれません 。

作品活用のアイデア
16
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また 、 「聞き書き 」作品と同時に 、 またはそれをもとに 、当
時の商店街マップ 、地域の年表などをつくることもできます 。

成果物を複数にすることを考えてもよいでし ょ う 。幼稚園
での読み聞かせ用 、小 ・中学校で地域史を学ぶための副
教材、大人も子どもも遊べるカルタ ・ ・ ・ 。

まず 、 「話し手」さんの語りの意味
を よ りわか りやす く す るために 、 当
時の写真や新聞記事などの資料を 、
刊行 す る冊子に取 り いれたい と こ
ろです 。 そ の こ とで 、 よ り 当時の様
子がつかめて楽しい作品にな り ま
す 。 「聞き書き 」プロジェクトと並行
す る 形 で 、 こ れ ら の 資 料 を 「 話 し
手 」 さ んや他の方 々の協力を得て
集め、整理してみましょう 。

アイデアは 、それぞれの地域
で き っ と 、 い ろ い ろ浮かぶの
ではないかと思います 。是非 、
「聞き書き 」をきっかけとして 、
た く さ ん の ア イ デ ア を 、 地 域
のみ な さ んで 、 議論 し 、 実践
してみてください 。



その方法は身近なお年寄り、特に祖父母に対して、一枚の写真
を見せてもらい、そこから話を聞く、というものです。それらの
「聞き書き」は、写真とともにまとめられ、『奥会津 こども
聞き書き百選』として、2018年初頭現在、第10巻の編集が進めら
れています。

一枚の写真からわかる様子だけでなく、そこから思い出される
当時の暮らしがいきいきと語られる様子が、こどもたちの自由な
方法でまとめられています。

刊行元の奥会津書房は、会津地域の文化の掘り起こしと発信を
テーマに1998年に設立されました。そこで2015年まで刊行されて
いた雑誌『会津学』にも、数多くの「聞き書き」作品が掲載され
ています。

37

CASE-1

会津の小中学生の「聞き書き」の出版

福島県の会津地方は、山深い豪雪
地帯であり、独自の歴史意識が強い
地域です。その中でも、只見川電源
流域進行協議会構成町村（柳津町、
三島町・金山町・昭和村・南会津
町・桧枝岐村・只見町）において、
小・中・高校生が聞き書きを実践し
ています。
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農山村は高齢化が進み、奥会津ももちろんその例外ではありま

せん。しかしそれは、その地域に暮らし、かつての生活の知恵を

身につけていた人が、ごく身近に沢山いるということでもありま

す。「聞き手」であるこどもたちと、「話し手」である大人たち

をつなぎ、土地の歴史や文化を記録する手法として、「聞き書

き」は大きな役割を果たしています。

【遠藤由美子】

只見川電源流域振興協議会 http://www.okuaizu.net/

『じいちゃんありがとう 〜一枚の写真から〜 奥会津こども聞き書き

百選』1〜9巻（2009〜） 奥会津書房



「聞き書き甲子園」は、2002年、林野庁と文部科学省の主催で
開催された「森の“聞き書き甲子園”」をきっかけに、現在は、農
林水産省、文部科学省、環境省と民間団体で組織する実行委員会
が主催する活動です。実行委員会の一員であるNPO法人共存の森
ネットワークが運営事務局を担っています。

毎年、全国の高校から応募してきた100人の高校生が、まず東
京で事前研修をしたのちに、日本じゅうの森・川・海の名人のと
ころにおもむき、名人たちの働く技、知恵、ものの考え方、生き
方について「聞き書き」を行い、それらを作品集にまとめ刊行し
ています。年度末にはフォーラム（成果発表会）も開催していま
す。そして「聞き書き」を経験した高校生たちは、翌年度以降参
加する高校生の研修やフォーラムの運営もサポートしています。

「聞き書き甲子園」では、聞き手（高校生）と話し手（名人）
は一対一で出会います。対話を録音したデータは、一字一句、書
き起こしますが、その過程で聞き手（書き手）は、何度も繰り返
し、話し手の言葉を反芻するのです。ある高校生は言いました。
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CASE-2

「聞き書き甲子園」と「共存の森」

名人の話は、いつの間に
か、自分が言いたい（伝
えたい）ことになった。
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名人が語る人生や仕事の話は、高校生にとって、はじめは「他
人ごと」です。しかし、作品をまとめる過程で、相手に対する敬
意や共感とともに「自分ごと」に変わる瞬間があります。その結
果、高校生と「名人」は、本当の祖父母と孫のように深い絆をも
つこともあります。「森が泣いている」「村が寂しくなった」と
語る「名人」やその地域のために何かしたいという思いから、里
山里海の保全や地域活性化などに取り組む学生たちの活動も生ま
れました。その後、社会人となり、農山村地域にI・Uターンする
若者も増えています。

「聞き書き甲子園」は、祖父母の世代から孫の世代へと、その
知恵や技のみならず、心をつないでいく活動です。

【吉野奈保子】

共存の森ネットワークhttp://www.foxfire-japan.com/

森の“聞き書き甲子園”実行委員会事務局（2005）『森の名人物語』
アサヒビール株式会社



あすけ聞き書き隊は、愛知県豊田市足助地区で聞き書き活動を
継続的に行っている団体です。豊田市役所足助支所が開催した
『聞き書き講座』の受講生が集まって、平成24年3月に結成しま
した。NPO共存の森ネットワークの指導を受け、足助で暮らして
きた80歳前後の方々から、仕事、生活、考え方などのお話を伺っ
て、方言を活かした語り口調でまとめています。

毎年、豊田市の地域活動支援制度である『わくわく事業』を活
用し、『足助の聞き書き集』を発刊しています。第1集〜第6集で
総勢58名のみなさんの生き様を収録しました。初版分は足助地区
内の自治会、小中学校、図書館、各施設などに配布していますが、
購入したいという声を多数いただいたので、販売用に増刷してい
ます。
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CASE-3

豊田市足助地区のあすけ聞き書き隊



42

話し手の娘さんから「とじこもりの父の生活に新しい風を入れ
てくださってありがとう」というメッセージをもらったことがあ
ります。「あの本は面白いね！」、「毎回楽しみにしている
よ！！」と直接声をかけてくださる愛読者も増えてきました。聞
き手には中学生、高校生をはじめとした若手や豊田市外からの参
加もあり、世代と地域の広がりが生まれています。足助地区とい
う小さな範囲での活動ですが、人と人とのつながりを深め、歴史
を紡ぐ役割を果たしています。

聞き書き集がきっかけとなり、新たな広がりも生まれました。
市町村合併10周年記念に制作されたドキュメンタリー映画『産土
(うぶすな)』豊田篇で、第4集の話し手が取材されました。長年
暮らした土地は土砂崩れで住むことができなくなり移住されまし
たが、その後も住み慣れた地に通い、炭焼きを続けている方です。

聞き書き作品から、かつてこの地で行われてきた生業、伝統行
事、地域づくりへの取り組みを振り返ることができます。そこに
は地域活性化のヒントがあります。過去を残すだけではなく、未
来へつなぐ活動です。私たちは、そんな思いを持って聞き書き活
動に取り組んでいます。

【高木伸泰】

あすけ聞き書き隊 http://asukekikigaki.boo-log.com/
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CASE-4  山里文化研究所

基本方針は、以下のようなものです。

①名もなき地域、名もなき人に新しい光を当てる

②書籍を刊行して地域にお返しする

③学びの場とする

（＊「名もなき」というのは「普通の」というような意味）

スタートから書籍刊行まで約７カ月が標準。ワークショップに

よる仲間同士（聞き手）の「学び合い」のメソッドが特徴です。

まず、最初の研修会では、模擬聞き書きを実施します。1人のお

話を、3〜4班に分かれてそれぞれ作品に仕上げます。同じ話が全

く別の作品になります。そこから、他班の作品から啓発を受けた

り学んだりします。

特定非営利活動法人として、「聞き
書き」を展開している山里文化研究所
は、岐阜県中津川市で、2008年11月
に設立されました。

山里の魅力を発見し、そこから学び、
伝えることをテーマとして活動する中
で、2008年から「山里の聞き書き」
を行ってきました。農山漁村の小地域
で15人ぐらいの話し手さんに15人ぐ
らいのヨソモノが各自話を聞くという、
交流も兼ねています。
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聞き書き作品の編集の途中で、1、2回の読み合わせ会を行いま
す。参加者全員の作品を読み合い、意見交換します（この時、批
判や欠点指摘をしないことがルール）。書き方を参考にするだけ
でなく、他の人の作品を通じて地域全体を知ることができます。

そして、聞き書きで体験したこと、地域で見聞きしたことや、
作品づくりへの意見・疑問は、全員のメーリングリストでのシェ
アリングで共有します。聞き書きの楽しさを大きくし、聞き取り
を深めることにつながっています。

これまで岐阜県や長野県の山間地、愛知県の戦後開拓地、離島
で聞き書き活動を行ってきました。現在は他地域の団体や大学の
講座に聞き書き作品づくりの指導や助言も行っています。鳥取県
智頭町・鳥取大学、徳島県上勝町、静岡県南伊豆町では毎年聞き
書き書籍が刊行され、大きく育っています。

【清藤奈津子】

山里文化研究所 http://www.yamazato4.com/index.html



愛知県豊田市では、平成19年度から平成28年度まで「新修豊田
市史」編さん事業の一環で聞き書きを実施してきました。対象地
域は旧豊田市域（挙母・高橋・上郷・高岡・猿投・松平地区）と
平成17年に新たに合併した地域（藤岡・小原・足助・下山・旭・
稲武地区です。

昭和30年代以前のムラのくらしと高度経済成長期以降のムラの
くらしの変化に重点をおき、生業、衣食住、社会生活、人の一生、
年中行事、信仰、民俗芸能、トヨタ自動車、加茂蚕糸、日系ブラ
ジル人の生活について聞き書きしてきました。区民会館に話者10
名と調査者10名ほどが集まっておこなう合同調査と、話し手宅に
出向く個別調査を実施しました。

聞き書きをした話し手はのべ1500人以上にものぼります。話し
手さんの中には、何度も足を運び、自宅に迎えてくださった方も
います。そのうちの御年90歳になるIさん宅には、何度も足を運
んで貴重なお話を聞き書きしました。調査が終わって数日すると、
Iさんから電話が入り、Iさんのご自宅にお伺いし、2時間ほどお話
をお聞きする、ということを何度も繰り返しました。

ある日お伺いすると、「粕谷さんは私の歳の離れた友人だと
思っている」と言ってくださいました。また、Iさんが取り組んで
いるお花の展覧会の招待券を年1回届けてくださったり、市史講座
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CASE-5

豊田市史編纂事業の聞き書き
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にも足を運んでくださったりしています。話者と調査者という関
係を超え、信頼関係が構築された世代を超えた交流が生まれたと
いえるでしょう。こういった話者の方は何人もおり、まさに聞き
書きが新たな交流を生む貴重なきっかけになっています。

聞き書きした内容は、『新編 豊田市史 別編 民俗I〜III』
に主に収録され、調査ごとに話者ごと、項目ごとにデジタルデー
タ化していますが、実は音声データはほとんどありません。調査
中に取ったメモをもとに調査報告を作成して、話者に返送します。
話者は朱書きした調査報告を郵送してきたり、編さん室を来訪し
たり、電話をして加筆修正します。そのようなやりとりを通して、
Iさんのように何度も行き来する話し手が増えてきたのです。

【粕谷亜矢子】

豊田市史編さん室
http://www.toyota-rekihaku.com/shishi/f_shishi.html



三重県桑名市では、平成14年度から平成17年度にかけて「春日
神社の石取祭総合調査」事業を実施し、平成18年3月には『桑名石
取祭総合調査報告書』を刊行しました。その中で43町ある祭り町
内の聞き書き調査を行っています。調査員は平常時25名で、祭り
の3日間は多い時で100名を超えました。

しかし、この調査事業で実施した聞き書きは、現在桑名市には
データとして残っていません。調査中に調査員に聞き書きデータ
の提出を求めなかったこと、調査に同行していた担当（粕谷）が
聞き書きをまとめる時間がとれなかったためでした。

この調査事業の大きな目的は、当時県指定であった春日神社の
石取祭を国の重要無形民俗文化財にすることであり、その目的は
平成19年に「桑名石取祭の祭車行事」という名称で国の重要無形
民俗文化財となったことで達成することができました。しかし、
調査報告書に掲載した聞き書きの根拠は桑名市には残っておらず、
調査者か粕谷の手書きノートしかありません。ノートは退職時に
桑名市に置いていこうとしましたが、同僚の学芸員から「粕谷の
手書きノートは粕谷の財産だから、自分で持っていけ」と言われ
ました。

この桑名市での聞き書きは現状では復元困難で、何十年か経っ
た後に疑義が生じる事態となっています。このような事例は、各
地の「聞き書き」の実践においてもよく見られることでしょう。

この反省を踏まえ、豊田市では着任時にすでにファイルメー
カーで聞き書きのデータ化がされていたので、それを増強し、ど
んな些細な情報でも記録するようにしています。

【粕谷亜矢子】
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CASE-6

桑名市の聞き書きの事例
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て主体的に参加することで、市民が作り出してきた歴史や生活を、
これからの市民に伝えていく形にしていこうとしています。

高浜市では、2014年度から「タカハマ！ まるごと宝箱」とい
う、市の歴史・伝統・文化・産業・自然の魅力や自慢を掘り起こ
していこう、という事業が実施されていました。その一環として、
2015年度に、名古屋市立大学人文社会学部の大学生・大学院生が、
高浜市の瓦産業について12名への聞き書きを実施し、冊子『たか
はまとかわら』として刊行されました。

これらの成果をもとに、今回の高浜市誌にも「聞き書き」がと
りいれられることになりました。「語り手」は高浜市のそれぞれ
の地区の歴史や生活を知る市民の方々、「聞き手」は、名古屋市
立大学の大学生と、やはり高浜市のことをよく知る市民のチーム
となって実施しています。また、市民の方々が自分で集められて
いた資料が提供され、市の資料室に「死蔵」されていた多くの資
料を確認する機会が得られるなど、地域のもつ「財産」を洗い出
し、見直すきっかけとなっています。

2017年度に実施された「聞き書き」の成果は、市誌の資料集と
して、一足先に2018年3月に刊行される予定です。

【佐野直子】

高浜市（2016)『100年先の子どもたちへの贈り物① たかはまとかわら』

愛知県高浜市では、2018年現在、約40
年ぶりとなる市誌の編纂事業が進められて
います。その大きな特徴は、市民参加型の
編纂だということです。市民が調査員とし
て、資料提供者として、そして語り手とし

CASE-7

愛知県高浜市誌の聞き書き
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CASE-8 被災地での聞き書き活動から

東日本大震災の激甚被災地のひとつ、
岩手県陸前高田市に得たご縁で、2011
年12月から玉川大学太田ゼミでは、ゼ
ミ生と聞き書き活動を通した交流活動
を展開してきました。

震災直後の活動では、膝を交えてお
話を伺うなかで、つらい悲しい思いを
抱える被災者同士はお互いを思いやる
が故に、その気持ちを胸にしまい込ん
でいることに気づきました。住民同士
では語られない無念、悲嘆、悔しさを、
見ず知らずの学生が、時には涙を流し
ながら聞き取りました。

という思いが、次々と吐露されていきました。

「話をしたらその晩からぐっすり眠れた」「自分の生きた証」
「心に残るふるさとの記録」「子や孫に残したい宝物」と喜ばれ、
交流を重ね「津波のおかげであなたに出会えた」とまで言っても
らえるようになりました。その成果は、『被災地の聞き書き101』
として刊行されています。被災者ではない学生だからこそできる
活動が、「聞き書き」であると再確認し、その後「防災の知恵
袋」「高田から未来へのメッセージ」などをテーマに聞き書き活
動を続けています。

「被災体験のない若者にだからこそ、伝えたい」



学生たちも、話し手の郷愁、復興に寄せる想い、自然や地域、仲
間に感謝する気持ちに胸を打たれ、翻って自分の地元に思いを馳せ
るようになり、「将来は自分の地域で活躍したい」という意欲も芽
生えました。その後も仮設住宅の夏祭り復活のお手伝いや、浜・農
作業体験等を通して交流を重ねています。

しかし、震災から数年を経て「いつまで私たちは被災者と呼ばれ
るのだろう」という声が聞こえ始めてから、語りたい、学生と交流
したいというニーズが減ってきたことを肌で感じています。そこで、
2015年からは活動を「私たち（学生）目線」に方向転換し、｢私た
ちが五感で感じた陸前高田の魅力を発信｣するための｢魅力冊子｣を
作成、現地へフィードバックすると共に、東京での発信活動に軸足
を移しました。民泊先のご家庭の特産品（海・農産物、果物、おや
きなど）を仕入れ、特別メニューを開発し学食で提供する「陸前高
田の味力」フェアを、2016年から学生たちが企画実施しています。

これらの一貫して継続した活動は、学内外からの注目を浴び、そ
れが学生たちのやりがいや励みになっています。

【太田美帆】

50

東京財団×共存の森ネットワーク（2012）『被災地の聞き書き101：
暮らしを語り、思いをつなぐ。』大修館書店
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CASE-9

授業を利用した学生による「食」の聞き書き

2011年度と2012年度、名古屋市立大学人文社会学部の授業で
「60歳以上の話者に高度成長前後の食生活の変化について訊く」
との課題を課しました。名古屋という地域性でしょうか？ ほと
んどが自宅もしくは近所で暮らす祖父母へのインタビューとなり
ました。

そもそもの関心は、「東海地方の鯨食慣行」にありました。も
ちろん、捕鯨問題については、授業で論じたうえでのことです。

結果は、想像していたとおりでした。東海地方には鯨食文化が
それほど根づいておらず、ほとんどの語りが「戦後直後の『まず
い』、『くさい』」といった記憶だったからです。おそらくは、
肉ではなく油目的で捕獲したマッコウクジラを食べていたので
しょう。

なかでも印象的だったのは、高度成長期に福岡から移動してき
た男性が「九州のクジラは旨かった」と回顧する語りです。九州
北西部は江戸時代からつづく「伝統」的な鯨食文化が根づく土地
柄です。多様な鯨種と部位が流通しているだけではなく、それぞ
れを美味しく調理する知識と術も共有されていたわけです。

以来、「鯨食は日本の国民文化とはいえないが、日本には鯨食
文化を継承する地域がある」との念を強くしています。地域史の
個別性を無視した「捕鯨文化」論は、政治性が強調され、かえっ
て捕鯨問題を複雑にするばかりではないでしょうか。
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生活にまつわる具体的なエピソードを収集し、食生活の変遷を
日本と世界の変化と関係づける方法を、わたしは「食生活誌学」
と呼んでいます。魚食・米食も同様ですが、とかく政治性をおび
がちな「食」のあり方だからこそ、理念ではなく、実態からせま
りたいと思います。聞き書きは、その有効なツールであると確信
しています。のみならず、教育と研究を両輪とする大学ならでは
の、すばらしい資源ではないでしょうか。

【赤嶺淳】

赤嶺淳編（2011）『クジラを食べていたころ』グローバル社会を歩く研究会・新泉社

赤嶺淳編（2013）『バナナが高かったころ』グローバル社会を歩く研究会・新泉社

赤嶺淳（2017）『鯨を生きる〜鯨人の個人史・鯨食の同時代史』吉川弘文館
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CASE-10

「おきひゃく」プロジェクト

2012年度から、島根県隠岐郡海士町で、「隠岐の100人」、略し
て「おきひゃく」を実施しています。海士町を中心とした隠岐の人
びと100人の聞き書きを目標としたものです。 海士町は、人口
2300名程度の小さな自治体ですが、全国からユニーク人びとが集
うIターンの町として有名です。離島というハンデを逆手にとった
まちづくりが推進されています。

聞き手は、ボランタリーな大学生。コーディネーターには、海士
町でひとづくりをおこなう株式会社巡の環にお願いしています。1
人の話者に学生3名がチームを組み、90分〜120分のインタビュー
をおこないます。インタビューには質問項目を考えて臨みますが、
役にたたないことがほとんどのようです。海士の人びとが伝えたい
ことを聞くのが一番のようです。
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海士町ではトランスクリプトまでを作成しますが、慣れない作
業に泣きそうになる学生もいたりします。トランスクリプトを作
成するかたわら、自分たちが感じた話者さん像を、話者さんの前
で発表します。

編集は、大学でおこないます。おなじ話を聞いたはずなのに、
聞き手によって話の山がことなったりするのは、面白いことだと
思います。聞き手間で解釈をぶつけあい、共同作品として話者の
個人史を執筆します。

話者さんに読んでもらえるには、どうしたらよいか？ 話しこ
とばと書きことば、方言と共通語、漢字とひらがなのバランスな
どを徹底的に議論し、編集します。「学生だから」といった甘え
は厳禁です。やる以上は、読み手を意識した語りを目指します。
そうして刊行された『海士伝』『海士伝2』『海士伝3』は、海士
町の図書館でもっとも借りられる本となっているのだそうです。

「毎年5人、20年間で100人」との皮算用もむなしく、諸般の
事情から22本の個人史で足踏みしています。そろそろ再開したい
と機会を模索中です。

【赤嶺淳】

赤嶺淳監修、阿部裕志・祖父江智壮編（2013）『海士伝 隠岐に生きる』
グローバル社会を歩く研究会・新泉社

赤嶺淳監修、株式会社巡の環編（2014）『海士伝2 海士人を育てる』
グローバル社会を歩く研究会・新泉社

株式会社巡の環監修、赤嶺淳・佐野直子編（2015）『海士伝3 聞き書き
海士に根ざす』グローバル社会を歩く研究会・新泉社



近代の経済成長の陰で、大規模開発は環境の変化、住民の立ち
退きや共同体の喪失を世界各地でもたらしてきました。現在、そ
うした事実は忘れられつつあります。

立ち退きの前の生活の記憶を収集し、残そうとするプロジェク
トとして、フランスの中央部を流れるドルドーニュ川の「100人
の証人」が立ちあがりました。フランスの人類学者アルメル・
フォールさんを中心とした、地元の県立公文書館、そしてフラン
ス電力会社EDFの共同プロジェクトです。

大きなものだけで5つのダムがあるドルドーニュ川では、その中
でも最大のボール・レ・ゾルグダム建設に伴い、18の村々が湖に
沈みました。現在あちこちに離れて暮らすかつての村の住民100
人をたずねて聞き書きをおこない、写真や地図、その他資料など
を住民から借りてデジタル化しました。
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CASE-11 消えた共同体の記憶

聞き書きでは、第二次世界大
戦中はレジスタンスの活動の
場でもあったコレーズの深い
森、マスがよく獲れ、河川舟
運の盛んだった川沿いの町の
暮らし、ダム工事現場の様子、
そして、ダムの底に沈むこと
になった村の住民の、「家」
への深い愛着などが語られま
した。
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2012年に、ボール・レ・ゾルグダム完成60周年を記念して、
100人の証人のなかから31人の記録をもとにしたBort-Les-
Orgues: les mots sous le lac, récits et témoignages d’avant le
barrage『ボール・レ・ゾルグ、湖面の下のことば―「ダム以
前」の物語と証言』が、美しい写真入りの大型本として刊行され
ました。また、2015年7月に、ドルドーニュ川のダムの一つであ
るシャスタンダムに隣接して新装オープンしたEDFセンターでは、
発電の仕組みやダム建設の歴史だけでなく、「100人の証人」の
一部を音声で聞くこともできるようになっています。

2015年に完了したプロジェクトは、現在カタログ化され、実
際の音声はカンタル・コレーズ県立公文書館のサイトで聞くこと
ができます。

日本でも、御母衣ダム建設の記憶についての聞き書き本が刊行
されています（浜本2014）。

【佐野直子】

「ダムと住民：ドルドーニュ川と５つのダムの100人の証人」
http://www.archives.cg19.fr/telechargements/FRAD019_BIB_4_2112.pdf

佐野直子（2016）「（書評）Armelle Faure, Bort-Les-Orgues: les mots sous 
le lac, récits et témoignages d’avant le barrage 」『人間文化研究所年
報』11:58-60.

浜本篤史編（2014）『発電ダムが建設された時代 聞き書き 御母衣ダムの
記憶』グローバル社会を歩く研究会・新泉社
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CASE-12

少数言語と文化の記録と活用

アヴェロン県の各小郡ごとに1冊300ペー
ジにおよぶ地元資料をまとめるというも
のです（DVD別売）。日々の生活、農村
の仕事、冠婚葬祭、歌や踊りなどについ
て50人〜150人の「聞き書き」がオクシ
タン語で収録されています。

世界には、消滅の危機に瀕する言語が2500あまりもあるといわ
れています。そのなかで、南フランス全体で話されている（い
た）オクシタン語という言語があります。

このことばの話者は住民人口の5％を切り、都市部では耳にする
機会もなくなりつつあります。19世紀にこのことばの衰退が意識
されて以来、辞書の編纂、伝統音楽や民話の収集といった保存が、
個人や非営利団体によって進められてきました。20世紀後半にな
ると、これらの蓄積がデジタル化されたり、公的補助によって整
理が進められたりしています。

『昆虫記』のアンリ・ファーブルの故郷であるアヴェロン県は、
オクシタン語文化がもっともよく残されている地域です。同県で
は、地元の文化団体によるプロジェクトがあります。その名も
「アル・カントゥン」（Al Canton）。ここには「炉端」という意
味のほか、行政単位の「小郡で」という意味もこめられています。

1980年代末からはじまったこの活動の成果は、2000年以降数年
かけて刊行されました。
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この刊行物の編集を手がけた人たちがメンバーとなり、1995年
以来、アヴェロン県の中心都市ロデズで、Estivada（夏祭り）と
いわれる、オクシタン語文化をテーマにしたフェスティバルが毎
年開催されるようになりました。

今では、オクシタン文化フェスティバルの中でも最大のものと
して、県内からのみならず、県外のオクシタン語話者たちが集い、
さらには内外からの観光客ものべ数万人が訪れるようになってい
ます。

【佐野直子】

AL CANTON http://www.ccor.eu/index.php/fr/livres/al-canton



おわりに

社会調査を う んぬ ん論 じ な く て も 、 地 域にはすでに さ ま ざ ま な活

動が存在 し て い ま す 。 ま た 、 語 り 部 の 活動 や 、 「 地 元 学 」 と し て 定

期的な学びの会 を開い て い る と こ ろ も あ る で し ょ う 。 そ の 中で 、 大

学での教育 ・ 研究活動 を中心に調査を し て い る に す ぎ な い者が 、

このよ うな冊子を作るこ との僭越さに 、 ためらいもあ り ま した 。

た だ 、 大学が 「 地域貢献 」 「 地域連携 」 を 求め られ る昨今 、 学生

を地域社会の中に送 り出す こ とが増え る中で 、 地域の活動や潜在

的な活力を目の当た りにす る一方で 、地域の悩みや課題も目にす

る よ う にな り ま した 。 ま た 、大学が地域にでき る 「貢献 」 とは何なの

か 、 学生 に と っ て も 地域に と っ て も 収 奪的でない よ う な 「 連携 」 と

は何か 、 と自問する こ と も多 くな り ま した 。

「 聞 き書 き 」が 、 研究 と実践 、 地域 と大学を結ぶ一つの方法であ

る の で は 、 と 感 じ 、 本 冊 子 作 成の キ ッ カ ケ と な っ た の は 、 2 0 1 4 年

1 2月に名古屋市立大学で開催した 「 『聞き書き 』 を用いた地域づ

く り の可能性 」 セ ミ ナ ーで し た 。 今回の コ ラ ム を書い て いただいた

赤嶺 さ ん 、 清 藤 さ ん 、 吉野 さ ん を は じ め 、 奄美群島文化財保護対

策連絡協議会の中山清美さん 、 長年 「 聞 き書き 」 を大学教育で実

践し てい る北海道大学の宮内泰介さんにご発表いただ き 、 1 0 0人

近い方 々 に参加 いた だ け ま し た 。 参 加 者 の多 く も 地 域で 「 聞 き 書

き 」的な活動を展開してお り 、 関心の高さを肌で感じま した 。

そ し て 、 本 冊 子 の コ ラ ム 執 筆 や 内 容 に つ い て の 議 論 の た め に 、

2 0 1 8 年 1 月 末 に 座 談 会 を 開 催 し ま し た 。 コ ラ ム を 執 筆 し て く だ

さ っ た 赤嶺 さん 、 太田 さ ん 、 粕谷 さ ん 、 あ す け聞 き書 き隊の高木 さ

ん と 河 合友 理 さ ん に ご 参集 い た だ き 、 名 古 屋市 立大学大学院 人

間 文 化 研 究 科 「 地 域 づ く り 」 ユ ニ ッ ト に 所 属 す る 教 員 ・ 研 究 員 ・
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大学院生のみに開放したセ ミ クローズ ドな形式でしたが 、 と て も充
実 し た 議論がで き ま し た 。 孤 立 し て い る か の よ う に 思 われ た活動
が 、 実 は お 互い に つ なが っ て い る こ と 、 そ し て そ れ ぞ れ の ア イ デ ア
や悩みは共有で き る こ と も実感し ま し た 。 こ れ も また 、 「 聞 き書 き 」
がキ ッ カ ケで生まれたつなが りであ り 、 出会いであ った と思います 。
セ ミ ナ ー と座談会に参加 し て く だ っ た皆様に 、 こ の場を借 り て あ ら
ためてお礼を申し上げます 。

本冊子は 、 同 じ よ う な悩み を もつ方 々に と っ て の処方箋にはな り
えない 、 き わめ て暫定的なものです 。 本冊子がも し利用でき る と し
た ら 、 「 キ ッ カ ケ 」 や 「 は じ ま り 」 に す ぎない もの と思います 。 そ れは 、
「 聞 き書き 」 それ自体が 「は じ ま り 」 にすぎないのと同様です 。

本 冊子が何かの 「 は じ ま り 」 に な る キ ッ カ ケ や 参考に な っ て く れ
る こ とがあれば 、望外の喜びです 。

2 0 1 8年 2月 佐野直子 浜本篤史
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